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第１回災害対策委員会を開催しました！ 
 

５月１８日（金）千葉県生協連会議室において『2018 年度第１回災害対策委員

会』を開催し、委員、事務局など 13 名の参加がありました。  

 

今回の災害対策委員会は、千葉県生協連の災害対策アドバイザー水島氏より

「減災について～少子高齢化時代に沿った生活環境の変化～」について講義を

受けました。 

はじめに、自分の家が自助の備えができているか 10 項目の減災チエックを行

いました。職員として、災害対策委員のメンバーとして、災害発生時に出勤命

令が出ても家族が困らないように、常日頃から地震速報や警報の発令でどのよ

うに行動するか家族で決める、災害に備えて食糧、水、紙など 7 日分の備蓄を

するなど自助の備えをしておくことの大切さを学びました。 

 

年々首都圏も地震の発生率が高くな 

り人口の減少・少子高齢化が続き災害 

が発生したら助ける人より助けて欲し 

い人が増加し人手不足になります。時 

代に合わせた支援の仕方が課題となっ 

ています。地域住民・行政・防災機関 

・学校などが連携しあい支援する側と 

支援を受け入れる側、相互の地区防災 

協力体制整備が望まれます。        水島災害対策アドバイザーの講義 

                      

 首都直下地震の発生場所と仕組みを     

地図を見ながら説明していただきまし 

た。また大規模災害が起きた時にライ 

フラインの停止に伴う被害想定や、在 

宅避難の問題点など教えて頂きました。 

 

 企業の地元貢献が活発になってきて 

いますが、食糧・生活用品の物流シス 



テムが改革され在庫なしの営業店舗が      

急増し、災害時の物資不足が懸念され 

ます。生協の災害時社会貢献のあり方 

についても、話がされました。          

 講義のあと、自助・共助・自治会の 

連携のあり方や防災の取り組みについ 

て交流しました 

                      

 

 

避難所についての説明 
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≪ 減災チエック 10 項目 ≫  いくつ○が付くか試してみませんか？ 

 

 

 

 

 


